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1 [bookmark: _Toc152417846]感染症の予防及びまん延の防止のための基本的考え方
（１）目的
本指針の目的は、［事業所名］における感染症の予防及びまん延の防止に向けた具体的な取り組みを定めることである。これには、職員、利用者の健康と安全の確保が含まれる。特に高齢者や基礎疾患を持つ利用者が多い介護現場において、感染症は深刻な影響を及ぼす可能性があるため、適切な予防措置の実施と迅速な対応が必要である。
　本指針は、これらのリスクを最小限に抑え、安全な介護環境を提供するための基盤を築くことを目指す。
（２）感染対策の重要性
感染症とは、ウイルス、細菌、真菌などの病原体が人の体内に入り込み、増殖することで発症する疾患である。介護保険サービスを利用する高齢者や基礎疾患を持つ方々は、感染への抵抗力が低下していることが多く、感染症にかかりやすい。また、認知機能の低下により感染対策への協力が難しい場合もある。
介護施設や事業所においては、職員を介して感染症が広がるリスクもあるため、予防と早期の対応が重要である​​。感染症は個人の健康だけでなく、施設全体の運営にも影響を及ぼすため、その理解と対策は介護現場において必須の事項である。
2 [bookmark: _Toc152417847]感染防止対策委員会その他事業所内の組織について
感染症の予防と早期発見に加え、感染症が発生した場合はそのまん延を確実に防止するため「感染防止対策委員会」（以下「委員会」という。）を設置する。
（１）委員長の役割
委員長は事業所の管理者が務め、委員会の運営と指導を担う。
（２）開催頻度
委員会は利用者の状況など事業所の状況に応じ、おおむね６月に１回以上、定期的に開
催するとともに、感染症が流行する時期等を勘案して必要に応じ随時開催する。
（３）他の会議との一体的な設置・運営
※続きの内容は有料版でご覧（編集）いただけます。
感染症の予防及びまん延の防止のための指針の記事はこちら
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